2020年会長エレクト研修セミナー説明資料

ロータリー研修デーと研修態勢について
次年度研修小委員会

委員長　　本條　昇（龍野）
I．研修態勢について

1.なぜ研修が必要か

(1)未知の価値に出会うために

クラブだけが、或いは例会だけが、ロータリーの全てではありません。ロータリーは、実践面に於いては可能性に溢れた世界組織であり、奉仕の理念のもと、様々な奉仕・研鑚・親睦の機会につながっています。また思想面では、長年に亘って洗練された人生経営の叡智の結晶であり、探求するほどに奥深い世界があります。

その扉を開く「鍵」が研修です。鍵となる研修を得られなかったが故に、扉の向こうに広がるロータリー世界に触れることなく、その価値を知らずにロータリーを去る人がおられるとしたら、勿体ないことです。
ロータリーには多様な会員のために無数のリソースがあります。クラブには、会員個々のニーズにマッチした機会の扉を開く責任があるのです。
(2)適正なクラブ運営のために

クラブの管理・運営はクラブ理事会による自治を基本としますが、当然ながらロータリーの方針・規準・手法を踏まえたものでなければなりません。
近時、「柔軟性」の導入によりクラブの自律が一層問われる中にあって、クラブが適正に運営されるためには、クラブのリーダーシップチームが各自の役割と責務を理解し、その役割に応じてロータリーの枠組みに習熟しておくことが重要です。
2.会員研修の進め方

(1)研修態勢の構築

体系的・計画的な研修のためには、組織的な研修態勢の構築が必要です。

クラブに於いては、会員研修（人材育成）をクラブの重要な継続事業と位置付け、属人的・臨時的な運営にせず、クラブ理事会の指導のもと、担当組織と責任者（クラブ研修リーダー）を決めて計画・実施することが望まれます。

(2)地区セミナーの活用

地区委員会ではクラブサポートを目的に、年々内容をアップデートして効果的なセミナーとするべく知恵を絞っているところです。クラブの会員研修事業の一環として、積極的に地区セミナーをご活用頂ければ幸いです。
地区セミナーは、単に受講した会員だけのものではありません。クラブ理事会は、理事会の負託を受けて出席した会員から受講内容の報告を受け、必要に応じてクラブ内で共有して頂きますようお願い致します。
II．ロータリー研修デーについて
2018-19年度に始まりました「ロータリー研修デー」を、次年度も実施する予定です。
まだ案の段階ですが、概ね以下の内容を想定しています。
1.日程

	日時
	2020年12月6日（日）10:30～16:45

	場所
	神戸ポートピアホテル


2.時間割

	10:30～12:30
	テーマ別セミナー　午前の部
	本館　4会場同時開催

	12:30～13:20
	昼食休憩
	南館　大輪田

	13:20～14:30
	ゲストスピーカーによる講演会
	南館　大輪田

	14:45～16:45
	テーマ別セミナー　午後の部
	本館　4会場同時開催


　具体的なプログラム内容は、10～11月にクラブ宛にご案内差し上げる予定です。
3.想定しているテーマ別セミナー

	①クラブ管理運営／戦略計画セミナー
	⑤社会奉仕セミナー

	②会員増強／新会員セミナー
	⑥国際奉仕セミナー

	③公共イメージセミナー
	⑦青少年奉仕セミナー

	④職業奉仕セミナー
	⑧ロータリー財団セミナー


　なお、上記各セミナーはロータリー研修デーとは別途日程で開催される場合もあります。
4.セミナーの対象者

ロータリー研修デーは、当地区の幅広い会員が自分の興味のあるテーマを自由に選んで受講できる、大学の講義のようなイメージで考えています。従って、セミナーの対象者はなるべく限定せずに、「新会員セミナー」以外は、「テーマに関係するクラブ役職者、プラス関心のある会員どなたでも」としたく思います。
次年度のRI会長テーマは、「Rotary Opens Opportunities.」です。
会長エレクト各位には、なるべく多くの会員がそれぞれの機会の扉を開いてロータリーの意義と魅力に出会うことができますように、ロータリー研修デーをクラブの会員研修事業の一環と位置付けて、参加・活用を鼓吹頂ければ幸いです。
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